
　町内の中学3年生を対象とした夢サポート塾の開
塾式が行われ、今年度は立川中学校から18人、余
目中学校から77人が参加。教員OBや大学生など
地域の方々が講師を務め、毎週土曜日に受験に向
けた学習に励みます。生徒を代表して渡部百

もも み
美さ

んが「それぞれの進路実現に向けて、難しい問題
にも取り組みます」と決意を述べました。

やる気をつなぐ、地域とつながる
庄内町中学生夢サポート塾

町で行われた身近なイベントや活動をお届けします。
公式インスタグラムでも、町の話題を紹介していますのでぜひご覧ください。　　　➡
企画情報課情報発信係 0234-42-0157

続けていくことの大切さ
第15回戸沢村・庄内町地域連携フォーラム

　8月26日、響ホールで地域連携フォーラムが開
かれ庄内町民と戸沢村から約230人が参加しまし
た。高規格道路「新庄酒田道路」の全区間整備を
促進させ、さらなる交流人口の増加を目指すもの。
救命・救急・救助の観点から「道路整備により現
場への到着が早まる。命より大切なものはない」
などの意見が述べられました。

親子で楽しくさつまいも掘り
まごころなっぱの会　さつまいも収穫体験

　9月６日、学校給食に野菜などを提供しているま
ごころなっぱの会の農家さんの畑（中堀野）でさ
つまいも収穫体験が行われ、親子38人が参加しま
した。掘り起こした土の中から現れた大きなさつ
まいもにみんな大喜び。収穫後は、ふかしたさつ
まいもをみんなでおいしくいただきました。

　9月7日、第65回県少年の主張大会が開かれ、余
目中学校３年佐藤璃

り く
空さんと立川中学校３年斎藤

柚
ゆず き
葵さんが出場しました。生活の中で祖父母に対

する気持ちの葛藤を感じながら、尊重し寄り添う
気持ちの大切さについて述べました。齋藤さんは
最優秀賞に輝き、県大会に出場しました。

　8月5日～7日、宮城県南三陸町との小学生ふる
さと交流会を行いました。両町から小学生45人、
中高生ボランティア10人が参加し、大中島自然ふ
れあい館での野外炊飯や立谷沢川での川遊び、北
月山荘でのキャンプファイヤーなど、今年度は
「山での交流」を深めました。

出会って、学んで、深まる絆
南三陸町交流事業

　9月4日、立川中学校２年生21人が、Aコープ狩
川や風車市場、セブンイレブンなどで募金活動を行
いました。ワカメ給食への感謝と南三陸町を応援し
たいという思いから、生徒自身が企画。熊本地震を
受け、熊本も応援したいと、集まった義援金を南三
陸町と熊本へ半分ずつ送ることにしました。

自分ができることを
立川中学校　南三陸・熊本への募金活動

　8月22日、男女共同参画事業に、年少から小学3
年生までの希望者とその保護者7組17人が参加し
ました。はらぺこファームの髙橋紀子さん指導の
もと、おにぎり作りに挑戦。ジェンダーカードを
使って認め合うことの大切さを学び、個性がきら
りと光るおにぎりを口いっぱいに頬張り「おいし
い！」とにっこり。

自分でにぎると、もっとおいしい！
個性きらり！おにぎり教室

　9月6日、第22回庄内町芸術祭の開幕記念事業が
響ホールで開催されました。ダンス、合唱など約
20団体による記念発表では、日々の稽古の成果が
披露されました。芸術祭は、11月29日まで、響ホ
ールや狩川まちづくりセンター、菁莪庵でさまざ
まな催しが開催されます。

トキメキのおすそわけ
第22回庄内町芸術祭開幕記念事業

しょうない 写 真館
おばあちゃんが教えてくれたこと
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